
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 4 12 21 6 6 1 3 2 5 2 1 2 0
9 * 1 3 1 3 0 2 2 0 1 1 1 1 2 0
21 * 0 0 4 7 2 2 0 2 3 5 6 1 2 0
34 * 0 0 7 10 3 4 5 3 4 7 3 0 2 4
74 * 2 2 7 11 2 3 2 1 0 1 1 0 1 0
5 0 0 1 0 0 1 2 1 0 1 1 0 0 1 0
7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
10 0 0 0 2 3 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
11 0 2 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
18 0 0 2 0 0 1 2 3 1 3 4 1 1 1 0
35 0 0 0 1 2 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
75 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
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6 * 0 2 18 26 3 4 3 4 3 7 1 1 2 0
12 * 1 5 9 16 0 0 3 3 3 6 4 3 2 0
17 * 0 5 1 4 0 1 4 1 1 2 1 0 2 0
21 * 0 0 10 20 3 5 4 2 2 4 2 0 0 0
28 * 0 0 4 8 2 5 3 2 3 5 5 5 2 0
32 0 0 2 1 2 0 0 2 0 2 2 1 0 1 0
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田中 太一 23 40
山下 隼人 10 40

26

橋本 将弥 39 40
吉田 将伍 21 38
萩原 大貴 2
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主審 藤原　健司 副審 川村　貴昭
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戦評
二部リーグ二日目、第二試合、一対一が強く、アウトサイドシュートもよく入る甲南大学と、インサイドを中心とし、速攻
も強い龍谷大学との試合となった。甲南大はリーグ白星スタートであるのに対し、龍谷大はリーグ黒星スタートなだけ
に、負けられない試合である。 第一ピリオド、両チームともインサイド陣にファールがかさむ。龍谷大はセンターの#21
田中を中心としたチームなだけに、後半に不安が残る立ち上がりとなった。序盤は甲南大がミドルレンジのシュートを
コンスタントに決め、リードする展開が続いたが、龍谷大もインサイドで点を取っていき、#21田中のバスケットカウント
でついに逆転し、龍谷大がリードを守り、25－23で第一ピリオド終了。 第二ピリオド、開始早々甲南大は#34沖本の
シュートで同点に追いつく。甲南大は中盤、#21山下、#74山本のスティールからの連続得点で31－37とし、龍谷大は
たまらずタイムアウトを取るが流れを変えられない。龍谷大は、早い展開でリング近くでシュートを決め追撃するが、甲
南大の一対一が止められず、前半は、57－41で甲南大リードで終了。 第三ピリオド、甲南大#34沖本のブロックショッ
トが連続する。さらに#74山本のスリーポイントと#0田中のワンマン速攻により、残り6分で45－70とし、龍谷大はタイム
アウトをとる。その後も龍谷大は攻め手をかき、点差は広がっていく展開となったが、終盤、甲南大のターンオーバー
が続き、最大27点あった点差を17点とする。68－85で第三ピリオド終了。 第四ピリオド、#12吉田のバスケットカウント
で龍谷大は追撃モードに入り、#6橋本のバスケットカウントで残り7分、ついに10点差にまで詰め寄る。ここで甲南大
はタイムアウトをとる。タイムアウト明けも、龍谷大の勢いは止まらず、得意の早い展開で残り4分半で、ついに3点差ま
で詰め寄る。ここで甲南大はタイムアウトを取らざるを得ない状況となる。さらに、#34沖本が､ファールが重なり、退場。
甲南大はインサイドが手薄になり、苦しい状況となるが、甲南大も執念のディフェンスでブロックからの速攻で点差を7
点に広げる。最後に龍谷大の#6岸本がバスケットカウントを決めるも、103－97で甲南大が勝利した。 甲南大の一方
的なゲームが続いたものの、龍谷大の執念の追い上げで、終盤に1点差に詰め寄る場面もあったが、甲南大の一対
一を止めきれず、ファールゲームに持ち込むも、惜しくも届かなかった。
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